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されていた伝統的な尾道酢は、1661 年から 1672 年に開通した西回り航路によって運ばれ
た秋田米が使用された。大正期に尾道に住んでいた志賀直哉の名作「暗夜行路」にも尾道






 尾道地域は、広島県の瀬戸内東部にある人口 15 万人の小さな地方都市である。産業とし
ては造船により発展を遂げたが、現在は、気候風土と歴史的な街並みなど観光資源をクロ
ーズアップさせ地域活性を実施しようとしている。しかし実態は、農業、漁業の活性化に




筆者が事業を継承し、ほぼ 10 年を経過しようとしていた 2007 年頃、継承時の目標であ
った一般小売商品の拡大と業務用顧客専用商品の拡大という流通出身である筆者の経験を



























ビールで上記 2 社にＰＢの供給を開始した。 














                                                 
3ＰＢとは次の３つの分類がある。 
① 流通業者（卸・小売業者）が独自に生産し独自のネーミングを付けて管理する商品群。 
② NBと同等の品質と機能を保持し、価格で 2-3割安く価格面で優位性を持つ商品群。 
③ 生産はメーカーへ委託され、企画や開発は小売とメーカーが共同で行う商品群。 






































図 3-2 地域ブランド化のコンセプト 
   
                 出典：地域ブランド総合研究所（2005） 
 
（2）地域ブランドの分類  
地域ブランドの特性は、まず企業ブランドと比較するとわかりやすい（表 3-1 参照）。 
 
表 3-1 企業ブランドと地域ブランドの比較 
 企業ブランド 地域ブランド 
为 体 明  確 あいまい 
組 織 システム型 ネットワーク型 
意志決定 トップダウン 合意形成 
顧 客 STP5 多  様 
選択と集中 容  易 困  難 
                    出典：中嶋（2008）45 頁 表 1 
 
地域ブランドの特徴は、単なる商品販売に留まらず、地域の認知度や好感度アップに
                                                 












仙台市などがある。それぞれのメリット、デメリットは次の表 3-2 の通りである。 
 
表 3-2 ２つのブランド化のメリットとデメリット 






























































いまって、毎年 200億前後の赤字が発生した。2001年 2月に、第 3セクターとしては過去
最大の負債 3,261億円で会社更生法の適用を申請した後、リップルウッド・ホールディン
グスが買収した。 





































































































                                                 
10日本の商標法において、地域の名称と商品または役務の名称を普通に用いられる方法で表
































                                                 


































































                                                 








表 6-1 実践と調査の整理 





































                                                 






























ークホルダーによって構築されていく（和田,2009、金井,2009)（図 7-1 参照）。 
  この戦略を成功させるには、様々な地域ブランドリーダーをコミュニティに呼び集め、

















































































新規事業として推進され、そこから生まれるものが地域ブランドである（下図 7-3 参照）。 

















産 業 セ ク タ ー
行 政 セ ク タ ー
市 民 セ ク タ ー
学 セ ク タ ー
産学官連携の場
新規事業
図7-3産 学 連 携 「 場 」 の 形 成 と 展 開
出 典 ： 金 井 （2004）3頁 図1（ 一 部 筆 者 追 記 ）
地 域 ブ ラ ン ド
 































導いてく施策として実施していくこと。これら 2 点の合意により、下図 7-4 の実施プロセ
ス①に基づき尾道地域ブランドプロジェクトをスタートした。 
                                                 
15スローフードとは、世界的なファーストフード企業のローマ進出を機に、食の画一化や荒























































































































表 7-3 尾道産学官連携でのそれぞれの思惑 
 思       惑 
 





















現時点までの実践状況をまとめると表 7-4 のようになる。 
 
表 7-4 尾道地域ブランド構築スケジュール 
 









































































































巻末添付資料のアンケート調査表を使用して、プロジェクトスタート前の 2009 年 5 月





設問項目の総平均点16で事前事後を比較した（表 7-6、7-7 参照）。 
 
従業員の属性 
男女比率（男 24％、女 76％）、平均年齢（男 48 才、女 39 才）、勤続平均（男 17 年、女 9 年） 
非正規社員比率 28％、管理職比率 17％ 
 
表 7-6  全体 
 1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 13 14 15 16 17 18 
事 前 3.9 3.5 3.1 3.7 3.0 3.6 3.1 3.9 3.6 3.5 3.7 2.9 3.6 2.9 3.0 3.4 2.9 3.1 
事 後 4..4 3.6 3.8 4.2 3.7 3.7 3.6 4.1 3.3 3.8 4.1 3.4 3.9 3.1 3.0 3.9 3.0 3.8 
差 異 0.5 0.1 0.7 0.5 0.7 0.1 0.5 0.2 -0.3 0.3 0.4 0.5 0.3 0.2 0 0.5 0.1 0.7 
 
表 7-7  正規社員 
 1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 13 14 15 16 17 18 
事 前 3.9 3.6 3.3 3.8 3.1 3.7 3.3 3.9 3.8 3.6 3.8 3.0 3.7 3.0 3.1 3.5 3.0 3.2 
事 後 4.6 3.8 4.2 4.4 3.9 3.9 3.9 4.1 3.2 3.9 4.2 3.6 4.0 3.3 3.2 4.1 3.1 4.0 
差 異 0.7 0.2 0.9 0.6 0.8 0.2 0.6 0.2 -0.6 0.3 0.4 0.6 0.3 0.3 0.1 0.6 0.1 0.8 






























義と気持ちの変化を確認し、仮説 3 の検証に役立てる。 
 
②調査方法 
このプロジェクトに関わるメンバーを中心に 2009 年 10 月～11 月において、尾道大学関















上記数字ⅰ～ⅵは表 7-9 インタビュー結果要約の項目に準ずる。 
 
③調査結果 
 インタビュー対象者の属性は表 7-8 に、インタビュー結果は、インタビュー協力者の所見
を基に表 7-9 にまとめた。 
 
表 7-8  インタビュー者一覧 
所 属 年 齢 勤続年数 性 別 役 職 雇用形態
A 尾道大学経済情報学部 ④ ③ ① ②（教授） ①
B 尾道大学経済情報学部 ① ② ① ② 学生
C 尾道大学経済情報学部 ① ② ① ② 学生
D 尾道大学文化学部 ⑤ ② ① ②（講師） ②
E 尾道大学文化学部 ① ② ② ② 学生
F 尾道市農林水産課 ⑦ ⑧ ① ①（部長） ①
G 尾道市農林水産課 ⑥ ⑥ ① ①（課長） ①
H 尾道市観光課 ④ ⑤ ① ①（課長） ①
I 尾道市観光課 ② ③ ② ② ①
J 尾道市商工課 ④ ④ ① ①（課長） ①
K 尾道市商工課 ③ ③ ② ② ①
L ＪA尾道市 ⑥ ⑦ ① ①（課長） ①
M JA尾道市 ② ② ① ② ①
N 生産者（いちじく農家） ⑧ ③ ① ① 経営者
O 生産者（いちじく農家） ⑧ ③ ② ① 経営者
P 尾道大学文化学部 ① ② ② ② 学生
Q 尾道市秘書室（市長） ② ② ② ② ①
R 尾道市農林水産課 ③ ③ ① ② ①
S 尾道市農林水産課 ② ② ② ② ①
T 尾道市観光課 ③ ③ ① ② ①
U 尾道市観光課 ② ② ② ② ①
V ＪA尾道市 ② ② ① ② ①






年齢：    ①24 歳以下 ②25～29 歳 ③30～34 歳 ④35～39 歳  
            ⑤40～44 歳 ⑥45～49 歳 ⑦50～54 歳 ⑧55 歳以上 
勤続年数：   ①1 年未満 ②1～4 年目 ③5～9 年目 ④10～14 年目  
            ⑤15～19 年目⑥20～24 年目⑦25～29 年目 ⑧30 年以上 
性別：    ①男 ②女   
役職：    ①管理職  ②非管理職 
雇用形態：     ①正規社員 ②非正規社員 
 
表 7-9  インタビュー結果要約 
ⅰ ⅱ ⅲ ⅳ ⅴ ⅵ 特 筆 項 目
A ② ③ ④ ③ ② ③ 地域ブランド研究を大学の特色に発展させていきたい。
B ① ② ④ ③ ② ③ 尾道にはラーメンしかないと思っていた。
C ① ② ④ ③ ② ③ 調査によると観光客は年齢が下がっているがリピーターが尐ない。
D ② ④ ④ ④ ② ④ 産学官の中で一番利害の影響を受けない大学がﾘｰﾀﾞｰｼｯﾌﾟをとるべき
E ② ④ ④ ④ ② ④ 自分たちの作品が市場にデビューすることに責任と興奮を感じる。
F ② ④ ④ ③ ① ③ 市が様々な集団をつなぐ架け橋になる必要がある。
G ② ③ ④ ③ ① ③ 市長の声は下まで届いていない、たくさんの集団をつくる必要があるのでは
H ② ③ ④ ③ ① ④ 今までの名所アピールだけでは、市の発展はない
I ② ③ ④ ③ ② ④ 仕事へのやりがいがでてきた。
J ② ③ ④ ③ ① ③ 同じ気持ち目標で取り組める事が必要。
K ② ③ ④ ③ ② ④ 雇用の拡大がみこめるのでは。
L ② ⑥ ④ ④ ① ④ 人材交流は必要だと思う。それぞれの思惑が理解できるようになる。
M ② ② ④ ④ ② ④ 農家の活性とモチベーションアップにつながる。
N ① ① ④ ③ ① ④ 農家の発展が見込める。
O ① ① ④ ③ ① ④ よそからの事業後継者があらわれるかもしれない。
Ｐ ② ③ ③ ③ ① ④ 仕事の疑似体験ができる事とその評価を実感できる。
Ｑ ② ③ ④ ④ ① ③ 市の取組み事項が活性化され推進が加速していくと思う。
Ｒ ② ③ ③ ③ ① ③ 農業の活性化につながると思う。
Ｓ ② ② ③ ③ ① ④ 尾道の農業を他に知らしめる有効な策となる。
Ｔ ② ④ ④ ④ ① ④ 新たな観光資源としての開発の援助となる。
Ｕ ② ③ ④ ④ ① ④ 新たなお土産としてアピールできる。
Ｖ ② ③ ④ ③ ① ④ 仕事に誇りを持つことができる。
Ｗ ② ③ ④ ③ ① ④ 先への希望が伺える、後継者予備軍もぞうかするのでは。
 

































































2. 今後の課題と提言（2010年 1月 24日現在） 
今後において「酢」と「いちじく」から始まった尾道での地域ブランドが成長し、かつ 
新たなアイテムを生み出し拡大させていかなければならない。 













































・田中章雄（2008）『事例で学ぶ地域ブランドの成功法則 33』光文社  
・田村正紀（2007）『流通原理』千倉書房  






























































名      称  尾道造酢株式会社  
所   在   地  
本社／工場   〒722-0045  広島県尾道市久保 1 丁目 5 番 2 号  
大   阪   店   〒542-0062  大阪市中央区上本町西 1 丁目 2 番 14 号  
創     業  天正 10 年 （1582 年 ）  
会  社  設  立  
大正 7 年 10 月 1 日 ( 19 18 年 ）  
昭和 33 年 2 月 22 日 （1958 年 ）大阪店  
資   本   金  1 000 万円  
事  業  内  容  食酢 、調味料の製造 ・販売  
沿革 
昭和 26 年 ( 19 51）  
立体式連続発酵法 （特許第 244905 号 ）水平式連続発酵法 （特許第
244906 号 ）を採用 。  
昭和 30 年 ( 19 55）  キユーピーマヨネーズ、ドレッシングの原料酢 として納入 。  
昭和 33 年 ( 19 58）  株式会社尾道造酢  大阪店設立 。  
昭和 34 年 ( 19 59）  京阪神地区 を中心 に業務用 として、ホテル、料亭 、寿司店 に納入 。  
昭和 37 年 ( 19 62）  7 月  9 日  取扱品目の拡大、醤油 、ソース、ポン酢等 。  
昭和 46 年 ( 19 71）  1 0 月  通気攪拌式連続発酵法採用 。東式ビネガープラントを採用 。  
平成  2 年 (1 990）  7 月  調味酢 「そのまんま酢 のもの」を発売 。  
平成  5 年 (1 993）  4 月 16 日  割 り当 て増資 を行 い資本金 300 万円 とする。  




2.自社業務内容（2008年度実績）                         
 事業名 基本内容 構成比 今後の見込み 
1 原料供給 他メーカーへの食酢及び果汁等の供給 35％ 
 
2 業 務 用 自社ＮＢの販売、食系問屋経由及び直販 30％ 
 
3 一般家庭用 調味酢、飲料酢等、食系問屋経由及び直販 15％ 
 







えられる。特に市場での健康志向重視が継続され食酢が健康指向者に認められている 。                     




































6.地域産業 15 歳以上就業者数（平成 17（2005）年国勢調査） 
旧尾道市 旧御調町 旧向島町














































































































































































































い ち じ く
（１００g中）  
熱量(カロリー) ５４kcal 
タンパク質 ０．６g ビタミン D ０μ g 
脂質 ０．１g ビタミン E ０．４mg 
炭水化物 １４．３g ビタミン K ０μ g 
β カロテン １８μ g 亜鉛 ０．２mg 
ビタミン B1 ０．０３mg カルシウム ２６mg 
ビタミン B2 ０．０３mg 鉄 ０．３mg 
ナイアシン ０．２mg 銅 ０．０６mg 
パントテン酸 ０．２３mg マグネシウム １４mg 
ビタミン B12 ０μ g 食物繊維 １．９g 






     
 
「読売新聞取材風景」            「尾道いちじく酢ラベル」 
 
添付資料：自社従業員アンケート調査票 
 
